
レーンリターン機能付車線逸脱警告

レーンリターン機能付車線逸脱警告は、車両がふらついたり車線からはみ出ようとする場合に警告を発し
ます。
必要に応じて、自動ステアリング介入が車両を車線内に維持するようにサポートします。
センサーが、検知範囲内の交通状況を検知します。
車線逸脱警告は、インタラクションユニットで有効または無効にし、設定することができます。
システムのさまざまな警告機能が、車両を車線内に維持するようにドライバーをサポートします。
車線を離れる前に、その方向にターンインジケーターを出すと、警告は表示されません。



ブレーキ自動操作付正面衝突警告

ブレーキ自動操作付正面衝突警告は、特定の速度範囲で事故を回避するためのサポートを提供することができ
ます。そのために、車両周辺の領域がさまざまなセンサーによってモニターされます。
事故を避けることができない場合、このシステムは必要に応じて、事故の程度を軽くするようにサポートしま
す。このシステムは、衝突の危険がある場合に警告を発し、必要に応じて自動的にブレーキをかけることがで
きます。ブレーキ自動操作は、自らステアリングを操作するなどして手動で中断することができます。
正面衝突警告には、装備に応じて次の機能が含まれます：

衝突しそうな状況における警告機能。
対向車がある場合の警告機能。
対向車がある場合の右左折時の警告機能。
歩行者を検知したときの警告機能。
交差点での警報機能。
衝突回避アシスト。

正面衝突警告は、インタラクションユニットでオンまたはオフにすることができます。さらに、警告タイミン
グを設定することができます。検知された衝突の危険に応じて、異なる表示灯と警告灯がインタラクションユ
ニットに表示されます。



衝突しそうな状況における警告機能

前方衝突状況での警報機能は、衝突の危険がある場合にインタラクションユニットの警告灯を表示して警告を
発し、必要に応じて自動的にブレーキをかけます。ブレーキ自動操作は、自らステアリングを操作するなどし
て手動で中断することができます。
事故を避けることができない場合、システムは衝突速度を低下するようにサポートします。
警告を出すタイミングは、その時の走行状況によって異なることがあります。
システムのレスポンスには、走行時のドライバーの行動が考慮されます。積極的なドライビングスタイルが検
知されると、警告やブレーキ自動操作の回数が抑制されます。



対向車がある場合の右左折時の警告機能

対向車がある場合の右左折時の警報機能は、対向車との衝突の危険がある場合にインタラクションユニットの
警告灯を表示して警告を発し、必要に応じて自動的にブレーキをかけます。ブレーキ自動操作は、自らステア
リングを操作するなどして手動で中断することができます。
事故を避けることができない場合、システムは衝突速度を低下するようにサポートします。
警告を出すタイミングは、その時の走行状況によって異なることがあります。
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